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～同種同効薬検索システムの研究・開発～～同種同効薬検索システムの研究・開発～
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■ 同効薬や代替薬の検索に利用しているものは？

目 的

薬効分類 （Ⅰ.中枢神経系用薬～Ⅷ.麻薬）

書籍

製薬メーカーなどからの提供資料 など

■ 問題点

必要十分な検索ができる同種同効薬の検索システムを構築

調査結果が知識と経験に左右される

薬効分類
・同じ薬効にもかかわらず分類番号が異なっている

・「その他」の項で包括した分類が多い

書籍や資料

・必要十分な書籍や資料が少ない

・検索に時間がかかる

・横断的な検索ができない



方法：ステップ①

基本情報に後発医薬品フラグを付与：6,599品目

例）ニフェジピンの基本情報

厚生労働省保険局より発表されている医療用医薬品約18,000品目の基本情報データベースを整備

▼ 基本情報に含まれている内容 ▼

薬効分類、12桁コード（薬価基準収載医薬品コードと個別医薬品コード）、一般名、商品名、規格、薬価、

製造・販売メーカー名 など



添付文書情報をもとに現在日本で使用されている医薬品の有効成分を抽出し

データベースを作成：3,633件

※内服薬、外用薬、注射薬において、単味剤だけではなく配合剤についても対応

方法：ステップ②

3,633件の有効成分名について同等とみなせる成分同士をグループ化処理

例） ビタミンB6群

配合剤

単味剤



薬効分類番号に付与されている薬効名を基に

臨床で必要と考えられる同種同効薬分類を階層構造で作成し有効成分をリンク：2,922件

（一つの成分が複数の分類に重複している場合有り）

方法：ステップ③



システム構成
■ 環境 ① データベース構築環境 ： Microsoft Access 2000

② 検索システム ： Microsoft Visual Basic 6.0にて作成し、Windows2000にて動作確認

機能１）同効薬・代替薬検索 ･･･ 基準となる薬剤に対する同効代替薬の検索

機能２）薬効名からの薬品検索 ･･･ 検索対象薬効に分類される同効薬の一覧表示

機能３）同効薬の重複チェック ･･･ 処方における同効薬の重複チェック

■システム構成

■検索スタート画面



同効薬・代替薬検索画面

検索条件を選択

当該薬剤の分類をツリー表示し、
検索対象としたい分類を
チェックボックスで選択

適応症や副作用の選択も可能



検索結果画面

「規格一致」における

検索結果

「条件なし」における

検索結果



薬効名からの薬品検索画面



同効薬の重複チェック画面

・薬品の読み

・識別記号

からの検索が可能

識別記号検索

例）９５２

薬品読み検索

例）イントニス

チェック結果



結果・考察

作成した検索システムを用いて、

同種同効薬を迅速かつ網羅的に収集できる。

安全性・有効性に基づく薬物治療に利用

医療経済をも鑑みた医薬品選択などに利用

安全性・有効性に基づく薬物治療に利用

医療経済をも鑑みた医薬品選択などに利用


